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ついても果たすべき方向を示唆するものと考えられる  1） 。 












































19.3％を占めていた。製陶工場の産品の30％が輸出向けであった（昭和25年） 6） 。 
 　1958（昭和33）年12月に開催された瀬戸市議会臨時会と品野町臨時会がそれぞれ合併を議決











































まして…」 12） 。 
 　名古屋学院用地についても，「十合〔十河信二〕国鉄総裁，公文国鉄中部支社長，伊藤瀬戸市





































































































のバイパスとして，岡崎・稲沢間の輸送力増強に貢献することになる」 21） 。 
 　とすれば，現実には，名古屋東部地域における交通網の構想について，愛知県・名古屋市で本
格的に議論されてきたことが，岡多線の敷設ルートそのものを大きく左右するに至ったのであっ
た  22） 。この結果，岡崎・多治見間が「〔昭和〕39年4月22日付基本計画により工事線に指示され」，
瀬戸・稲沢間は「〔昭和〕39年9月28日付基本計画により，工事線に指示され」たのであった。
そこでは，開業予定が明示されたのは，岡崎・豊田間のみであり，1969（昭和44）年となって
いる  23） 。いずれにしても，確実なのは瀬戸線であり，岡崎，豊田，瀬戸，そして高蔵寺に至る経
路であった。この点は，岡多線が，1970（昭和45）年に岡崎・北野桝塚間で貨物営業として開
































































































促進期成同盟会（会長平野三郎）を設立し，猛烈に運動を再開する  35） 。この政治的な効果が，
1976（昭和51）年の地図に表れている（写真4）。ルートの復活は，日本鉄道建設公団，そして





































 二、 I，B，C〔Interboard Committee for Christian Work in Japan〕より大学設置に対する特別
資金の考慮が既になされつつある。 
 三、 個人及び法人からの寄付金・殊に法人は認可され次第大蔵省の認可を得て募集する。又































年度末借入総額 大学設立信託 拡充信託 信託合計
昭和三十九年度 570,368,144 28千万円 18千万円 46千万円
昭和四十　年度 766,926,144 31千万円 18千万円 49千万円
昭和四十一年度 747,875,144 34千万円 18千万円 52千万円































































 （1）品野台校地購入残金 80,000,000円 
 （2）校舎の建設・施設費 200,000,000円 

























































訴えている。募集目標額は2千万円であった  49） 。 
 　さきに見た，末包一夫学院長が辞任し，大島一郎
表1　入学者数の推移
年次＼学科 経済 商 計
1964年 247 247
1965年 390 390
1966年 467 268 735
1967年 598 527 1,125









を昭和40年度はわずか4回（11月中）であったものが  50） ，昭和41年度は9月から10月末にかけ
て，名古屋，静岡，岐阜，三重，鳥取，島根，岡山，大阪，福井，石川，富山の11か所で開催
している  51） 。昭和42年度には，5月から12月までに，14回にわたり「進学懇談会」「見学会」「入





























































いうこと」を深刻な問題としていた  56） 。 
 　別法人格によるゴルフ場の運営に対しては，名古屋学院内外から疑念が噴出し，既に名古屋学
院の財務状況が資金ショートとなっていたこともあり，大学施設建設業者であった熊谷組が，資













































実態調査中間報告』として結実している  62） 。大学あげての調査という性格をもっていたが，同調
査のメンバーの一人柿野欽吾講師の研究は，瀬戸市議会における新規工業団地の建設をめぐる地






















































 5） 『瀬戸市，品野町地図，瀬戸市と品野町の概要　昭和27年』。 




 8） 同上。 
















 16） 原朗『日本経済史』放送大学教材，1994年などを参照。 
 17） 「愛知県瀬戸市議会定例会（継続会）会議録　昭和40年3月18日」『会議録　昭和40年　議会事務局』。『中
部日本新聞』昭和39年4月7日，夕刊の名古屋学院大学学長福田敬太郎の談話記事にも同様の発言がある。 
 18） 前掲「愛知県瀬戸市議会定例会（継続会）会議録　昭和40年3月18日」。 
 19） 「昭和41年第1回愛知県瀬戸市議会定例会会議録　昭和41年3月12日」『市議会会議録　昭和41年　議会
事務局』5ページ。 
 20） 前掲「昭和41年第1回愛知県瀬戸市議会定例会会議録　昭和41年3月12日」。 
 21） 『国鉄新線建設の概要』日本鉄道建設公団，1975年，54ページ。 
 22） 『尾張旭市誌　現代史資料編』2012年を参照。 













 26） 前掲「昭和41年第4回愛知県瀬戸市市議会定例会会議録　昭和41年12月15日」。 









昭和45年6月22日開会　昭和45年6月26日閉会』，12 ― 13ページ。 
 31） 前掲「昭和45年　瀬戸市議会6月定例会会議録（第1号）6月22日月曜日」，16 ― 18ページ。 
 32） 「昭和45年　瀬戸市議会9月定例会会議録（第1号）9月21日月曜日」『瀬戸市議会9月定例会会議録　昭
和45年　昭和45年9月21日開会　昭和45年9月30日閉会』，61 ― 62ページ。 
 33） 『尾張旭市誌　現代史資料編』2012年を参照。 
 34） 『広報　かさはら』第102号，笠原町役場，昭和42年1月1日。 
 35） 『広報　かさはら』第199号，笠原町役場，昭和50年2月1日。 
 36） 前掲『国鉄新線建設の概要』54ページ。 
 37） 『名古屋学院大学30年史』1994年，29ページ。 
 38） 名古屋学院大学資料「名古屋学院大学設置認可申請書」昭和38年9月。I. B. Cについては，『基督教年鑑』
昭和28年，422ページを参照。メソジスト教会のミッション（ニューヨーク）からの文書（1963年6月6日）
では，瀬戸への大学部門の将来の移転がふれられている（前掲「名古屋学院大学設置認可申請書」）。 
 39） 同上。 
 40） 名古屋学院大学資料「昭和42年度収支予算書」。 
 41） 「昭和32年度　名古屋市助成金交付申請書　学校法人名古屋学院」『昭和32年度　私立学校助成金交付申
請書綴』名古屋市総務局総務課，名古屋市市政資料館所蔵。 
 42） 同上。 
 43） 名古屋学院大学資料「長期資金計画書」「名古屋学院大学品野台建設費」添付文，「瀬戸市長」から「愛
知県知事」あての「保安林解除申請について　昭和41年2月24日」。 
 44） 名古屋学院大学資料「〔名古屋学院大学施設建設費関係の募金の〕趣旨」。 
 45） 名古屋学院大学資料「名古屋学院大学設立金銭信託募集要項」。 
 46） 同上。 
 47） 同上。 
 48） 名古屋学院大学資料「瀬戸市長」から「愛知県知事」あての「保安林解除申請について　昭和41年2月24日」。 
 49） 名古屋学院大学資料「〔文書〕父兄様　名古屋学院長末包一夫　昭和39年4月15日」。 
 50） 名古屋学院大学資料「昭和40年度　学事報告」。 
 51） 名古屋学院大学資料「昭和41年度　学事報告」。 
 52） 名古屋学院大学資料「昭和42年度　学事報告」。 
岡多線の建設と名古屋学院大学の創立
― 53 ―
 53） 名古屋学院大学資料「昭和40年度　学事報告」。 
 54） 「昭和47年　瀬戸市議会6月定例会会議録（第一号）6月15日木曜日」『昭和47年　瀬戸市議会6月定例
会会議録　昭和47年6月15日開会　昭和47年6月23日閉会』，53ページ。 
 55） 同上，54 ― 55ページ。 










 60） 「名古屋中学校規則」〔戦前〕。 
 61） 『名古屋学院大学20年史』1988年，ほかを参照。 






 65） 『愛知環状鉄道の10年』116ページ。 
 〔付記〕本稿の作成に当たっては，尾張旭市誌の編集事務局の皆さんに大変お世話になった。本稿は，尾張旭
市誌の担当分野の一つであった「交通」分野を担当する中で構想したものであり，資料収集などで大変
なお世話をおかけした。お礼申し上げたい。なお，愛知県議会図書室，瀬戸市議会事務局，多治見市図
書館笠原分館，そして愛知県公文書館，名古屋市市政資料館にもお礼申し上げたい。 
 
